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この印刷物は、FSC の基準に従って
認証された適切に管理された森からの
木材を含んだ用紙で印刷されています。

あ
と
が
き

佐
藤　

登

議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　

今
年
も
暑
い
夏
が
来
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
は
、生
育
し
た
稲
で
一
面
が
緑
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
風
景
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

秋
に
は
、黄
金
色
の
稲
穂
が
垂
れ
下
が
り
、

い
よ
い
よ
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

時
が
経
つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
す
。

　

年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
議
会
だ
よ
り

も
、今
号
は
今
年
に
入
り
３
回
目
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、読
者
目
線
に
心
が
け
て
、限

ら
れ
た
紙
面
の
中
で
、で
き
る
限
り
詳
細
か

つ
、わ
か
り
や
す
い
内
容
と
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
続
き
そ
う
で
す
。く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

一般質問は9月2日（金）の予定です。傍聴をお待ちしています！
定例会9月会議は9月1日（木）に開会の予定です。

※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。（０２４７-７２-６９３０）

主な内容主な内容

定例会６月会議の結果
町政を問う ５人が一般質問
行政調査レポート
追跡・あの一般質問を検証

2
5
11
13

議会活動トピックス
５月～７月の議会活動日誌
町民の声

14
15
16

定例会６月会議の結果
町政を問う ５人が一般質問
行政調査レポート
追跡・あの一般質問を検証

2
5
11
13

議会活動トピックス
５月～７月の議会活動日誌
町民の声

14
15
16

議会だより議会だより
笑顔とがんばりの町

おのまち

町民の 声声 町民の方から議会に思うことをお聞きしましたので、ご紹介します。

　

こ
の
度
、「
町

民
の
声
」に
私
の

思
い
を
載
せ
て

頂
け
る
と
い
う

こ
と
で
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
た
ら
良

い
の
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

高
齢
化
と
若
い
人
の
流
出
に
伴
う

税
収
国
保
税
の
納
税
額
を
見
て
溜
め

息
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
不

安
が
募
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
病
院
の
送
迎
は
充
実
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、小
中
学
生

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
一
部
だ
け
な
の

で
し
ょ
う
か
。特
に
、中
学
生
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
る
と
、子
育
て
世

代
の
親
に
と
っ
て
は
大
変
助
か
る
こ

と
で
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
出
産
・
育
児
を

す
る
若
い
親
達
に
と
っ
て
産
婦
人
科

が
小
野
町
に
あ
れ
ば
郡
山
に
通
わ
な

く
て
す
む
と
思
い
ま
す
。二
人
・
三
人

の
子
供
を
連
れ
て
の
通
院
は
大
変
な

こ
と
で
す
。

　

自
分
の
子
供
に
小
野
町
に
帰
る
こ

と
を
勧
め
ら
れ
る
よ
う
な
住
み
や
す

い
魅
力
の
あ
る
小
野
町
に
し
て
欲
し

い
と
願
い
ま
す
。 秋元 里美さん

　

私
は
昨
年
行
わ

れ
た
定
例
会
１２
月

会
議
を
傍
聴
し
ま

し
た
。

　

自
分
が
住
ん
で
い
る
小
野
町
が
、ど

う
考
え
て
い
る
の
か
、ど
う
行
動
に
移

し
て
い
る
の
か
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
問
題
や
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、人
口

減
少
は
深
刻
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
何
か
産
業
の
確
立
を

し
て
み
て
は
ど
う
か
と
私
の
勝
手
な

が
ら
に
思
い
ま
し
た
。小
野
町
に
住

み
、小
野
町
で
働
く
と
い
う
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

ど
の
年
齢
層
の
人
を
小
野
町
に
呼

び
込
む
か
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ
て

対
策
を
変
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も「
笑
顔
と
が
ん
ば
り
の
町
」

と
し
て
の
町
づ
く
り
、町
民
が
町
政
に

興
味
を
も
ち
、協
力
し
合
え
る
関
係
を

築
け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉田 仁さん

147号
平成28年

8月26日発行

待ちに待った「なつまつり」
（飯豊ひまわり保育園）
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定例会6月会議

▲本会議の様子

６月８日～１３日
　平成２８年小野町議会定例会６月会議は、６月８日から
１３日まで６日間の日程で開かれました。
　会議では、平成２８年度一般会計補正予算や条例の一
部改正など、４件の議案を全て原案のとおり可決したほ
か、平成２７年度一般会計補正予算の専決処分や予算の
繰越明許費繰越などの報告がありました。
　また、５名の議員が一般質問を行い、町政各般にわたり
町長の考えをただしました。

４，４２０万３千円追加する補正予算を可決

遠藤議員に自治功労者表彰

補正予算 ◆ 平成２８年度小野町一般会計補正予算

７月第１回会議開催

陳
情
者
：
福
島
県
教
職
員
組
合 

中
央
執
行
委
員
長     

角
田 

政
志

　
　
　

 

福
島
県
教
職
員
組
合
田
村
支
部 

支
部
長
代
行  

吉
田 

光
裕

付
託
委
員
会
：
総
務
文
教
常
任
委
員
会

審
査
結
果
：
採
択

※
陳
情
の
審
査
は
、付
託
さ
れ
た
常
任
委
員
会
で
行
い
ま
す
。付
託
と
は
、

議
案
の
議
決
に
先
立
ち
、議
員
で
構
成
す
る
各
常
任
委
員
会
に
審
査
を
分

割
し
て
任
せ
る
こ
と
で
す
。

◆
国
か
ら
の「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
交
付
金
」

に
よ
る
十
分
な
就
学
支
援
を
要
請
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

定
例
会
６
月
会
議
で
は
次
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
告
事
項

専
決
処
分・予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
に
つ
い
て
、

次
の
６
件
に
つ
い
て
町
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
野
町
議
会
会
議
規
則
第
１
２
７
条
第
1
項
に
よ
り
、議
案
の

審
査
又
は
町
の
事
務
調
査
な
ど
の
た
め
議
員
を
県
内
外
に
派
遣
す

る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

議
案
提
出
者
：
宗
像 

芳
男 

議
員

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案

２
件
の
議
員
提
出
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
平
成
２８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改

定
す
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

国
保
税
は
、国
民
健
康
保
険
制
度
を
運
営
す
る
た
め
に
、

そ
の
年
度
に
見
込
ま
れ
る
総
医
療
費
な
ど
か
ら
、国
や
県

な
ど
の
負
担
分
を
差
し
引
い
た
残
り
を
各
世
帯
が
負
担
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は「
広
報
お
の
ま
ち
７
月
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
改
定

条
例
の
一
部
改
正

　

陳
情
採
択
に
伴
い
、意
見
書
を
復
興
大
臣
等
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い

て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
の
提
出

○「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
交
付
金
」に
よ
る
十
分
な
就
学

　

支
援
を
要
請
す
る
意
見
書

　

議
案
提
出
者
：
遠
藤 

英
信 

議
員

　

意
見
書
提
出
先
：
復
興
大
臣
、文
部
科
学
大
臣
、総
務
大
臣
、

　
　
　
　
　
　
　

 

財
務
大
臣

７月２７日に平成２８年小野町議会７月第１回会議を開催し、
次の議案を可決しました。

　一般会計歳入歳出それぞれ４，４２０万３千円を追加し、歳入歳出それぞれの総額を４９億
６，７２０万３千円とするものです。

【主な補正内容】

○
平
成
２７
年
度
小
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）の
専

　

決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
小
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の

　

報
告
に
つ
い
て

○
小
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
小
野
町
税
の
特
例
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

　

い
て

○
小
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
２７
年
度
小
野
町
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
の

　

報
告
に
つ
い
て

◆歳入

項　目 補正額

緑とのふれあいの森公園使用料

森林整備加速化・
林業再生基金事業県補助金

東日本大震災復興支援基金繰入金
（市町村復興支援交付金分）

１０万円

２，１０５万円

１，９００万円

◆歳出

項　目 補正額

コミュニティ助成事業助成金

子育て支援課事務所
キッズルーム等整備費

森林整備加速化・
林業再生基金事業補助金

2１０万円

１，９６０万円

２，１０５万円

※１万円未満切り捨て

次
の
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　このたび、遠藤英信議員が福島県町村議会議長会より自治功
労者表彰を受け、６月８日の定例会６月会議において村上議長よ
り表彰状が伝達されました。
　この表彰は、町村議会議員として１１年以上在職し、地方自治
の振興発展に寄与された功績が認められた方に授与されます。

福島県町村議会議長会自治功労者表彰

◀村上議長から表彰状を受ける遠藤議員（左）

小野町プレミアム付商品券発行に係る経費として７２０万円追加補正するものです。

契約案件 ◆ 工事請負契約の締結
　社会資本整備総合交付金事業で行う百目木・堀切線道路拡幅・舗装工事の請負契約を議会の議
決を経て締結するものです。
　予定価格が５，０００万円以上の工事請負契約を締結する場合、議会の議決が必要となります。



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問

遠藤 英信 議員 6ページ
・小野ＩＣ周辺に複合施設の建設について
・小野ＩＣを活用したスポーツ施設の充実について
・若者定住、宅地１００坪無償提供について
・学校給食の無料化について
・「健康の駅」の整備計画について
・食生活の改善、推進、充実について
・家族介護支援、応援支給事業について
・耕作放棄地、遊休農地の対策と活用について
・平地林対策と山桜など自然林の保全、育成活用について

渡邊 直忠 議員 7ページ
・複合拠点観光、交流施設整備について
・「おのまち食の大宴会」について
・ミネラル野菜のこれまでの取り組みについて
・小野町の地理的、気象条件等環境と共生する
 農業推進事業について
・ペレット堆肥施用土づくりによる、安全安心美味しい食物で
 健康な町宣言について
・平成２８年度農林水産省予算の活用について
・塵芥処理事業の委託業務の内容について
・一般廃棄物処理業者について
・家庭ごみ収集運搬用車輌購入について
・小野ウエイストパーク再搬入計画について
・平成８年６月に小野町がいわき市に提出した確約書について
 （小野ウエイストパーク搬入関係）

会田 明生 議員 8ページ
・防災・災害対策について
・こまち女性消防隊について
・道路等の安全確保について
・公共施設等総合管理計画について
・町独自事業について

竹川 里志 議員 9ページ
・７月の参議院選挙啓発等の取り組みについて
・消防団員の確保について
・消防団員の負担について
・廃校の利活用の取り組みについて

宗像 芳男 議員 10ページ
・新たな執行体制における町政方針について
・農業振興対策としての生産基盤の整備について
・農業後継者対策と振興計画について
・役場庁舎の建設について
・保健センター、温浴交流複合施設の建設について
・認定こども園建設について

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

※
紙
面
の
関
係
上
、「
◆
」の
質
問
と
答
弁
の
内
容
の
み
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
質
問
項
目
の
内
容
等
は
、小
野
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　
「
会
議
録
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
８
月
下
旬
掲
載
予
定
）

45

審議した議案と各議員の
・賛成が「○」、反対は「×」と表示しています。
・村上昭正議長は採決に加わりません。賛否

会
議
名

提
出
区
分

定
例
会
３
月
会
議

定
例
会
6
月
会
議

３
月

第
１
回
会
議

7
月

第
１
回
会
議

町　
長

町
長

町
長

町
長

議　
員

議
員

可　
否

議 案 名

※提出区分欄の「町長」は町長提出議案、「議員」は議員提出議案を示します。
※紙面の関係上、定例会３月会議における予算関係議案と条例の一部改正議案は、集約して掲載しています。個々の議案名は小野町
　議会のホームページに掲載します「会議録」をご覧ください。

渡
邊
直
忠

会
田
明
生

竹
川
里
志

宗
像
芳
男

田
村
弘
文

籠
田
良
作

水
野
正
廣

遠
藤
英
信

久
野　
峻

佐
藤　
登

吉
田
康
市
○○○○○○○○○○○平成２７年度小野町一般会計・各特別会計補正予算等 9件 可

決

○○○○○○○○○○○平成２８年度小野町一般会計・各特別会計予算等 9件 可
決

○○○○○○○○○○○小野町行政不服審査会設置条例について 可
決

○○○○○○○○○○○小野町行政不服審査法の規定による提出資料等の
写し等の交付に係る手数料に関する条例について

可
決

○○○○○○○○○○○小野町笑顔とがんばり子育て支援基金条例について 可
決

○○○○○○○○○○○小野町課設置条例の一部を改正する条例について
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか１５件

可
決

○○○○○○○○○○○西牧門文庫基金条例を廃止する条例について 可
決

○○○○○○○○○○○小野町過疎地域自立促進計画について 可
決

○○○○○○○○○○○町有財産賃貸借契約の変更について 可
決

○○○○○○○○○○○小野運動公園多目的運動施設整備工事請負変更契約の
締結について

可
決

○○○○○○○○○○○小野町道路線の認定について 可
決

○○○○○○○○○○○小野町監査委員の選任につき同意を求めることについて 可
決

○○○○○○○○○○○小野町議会委員会条例の一部を改正する条例について 可
決

○○○○○○○○○○○企業対策特別委員会の設置について 可
決

○○○○○○○○○○○議会改革特別委員会の設置について 可
決

○○○○○○○○○○○公共施設検討特別委員会の設置について 可
決

○○○○○○○○○○○議員派遣について 可
決

○○○○○○○○○○○福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 可
決

○○○○○○○○○○○給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を
求める意見書

可
決

○○○○○××○××○小野町副町長の選任につき同意を求めること
について

可
決

○○○○○○○○○○○平成２８年度小野町一般会計補正予算（第１号） 可
決

○○○○○○○○○○○小野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可
決

○○○○○○○○○○○議員派遣について 可
決

○○○○○○○○○○○「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な
就学支援を要請する意見書

可
決

○○○○○○○○○○○平成２８年度小野町一般会計補正予算（第２号） 可
決

○○○○○○○○○○○社会資本整備総合交付金事業 百目木・堀切線道路拡幅・
舗装工事請負契約の締結について

可
決
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災
害
時
支
援
施
設
の

整
備
と
、小
野
町
の
農
業

と
商
業
を
含
め
て
全
産
業

の
活
性
化
の
た
め
に
、直

売
所
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

等
の
観
光
交
流
の
施
設
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ら
を
小
野
町
の
顔
と
も

い
え
る
小
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
整

備
開
発
と
運
動
公
園
の
利

活
用
も
あ
わ
せ
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

問

渡邊 直忠 議員

問問問問

答答答答

複合拠点観光、交流施設整備について

小野ＩＣの周辺整備は必要と考える

学校給食

小野IC周辺

太
平
洋
と
日
本

海
を
一
本
で
結
ぶ
磐
越
自
動

車
道
に
小
野
Ｉ
Ｃ
が
あ
る

こ
と
を
活
か
し
、太
平
洋
と

日
本
海
の
特
徴
あ
る
海
産

物
と
小
野
町
の
農
産
物
を

発
売
す
る
、福
島
県
唯
一
の

複
合
施
設
の
構
想
を
練
っ

て
は
ど
う
か
、町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

再
質
問

小
野
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
整
備
は
必
要
で
あ
る
と

い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、整
備
の
時
期
と
そ
の
手

法
等
、ど
の
よ
う
な
形
で
行

う
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

さ
ら
な
る
担
保

の
上
乗
せ
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

再
質
問

磐
越
自
動
車
道
と
あ

ぶ
く
ま
高
原
道
路
に
か
か

る
小
野
Ｉ
Ｃ
は
、今
日
ま
で

も
交
通
の
要
と
し
て
、多
く

の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
野
Ｉ
Ｃ
の
特
性
を
最

大
に
活
か
し
た
交
流
拠
点

の
複
合
施
設
の
整
備
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。町
長
は
、

将
来
の
小
野
町
の
発
展
、町

民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
、ど
の
よ
う
に
小
野
Ｉ
Ｃ

を
活
用
し
た
構
想
を
持
っ
て

対
応
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

給
食
に
係
る
費
用
は
、

学
校
給
食
法
に
よ
っ
て
、食

材
費
は
保
護
者
負
担
、設

備
や
運
営
費
は
自
治
体
負

担
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、子
育
て
支
援
策

と
し
て
、人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、若
年
層
の
定
住

化
を
図
る
こ
と
に
、財
政
負

担
を
強
い
ら
れ
る
か
ら
と

言
っ
て
い
た
の
で
は
、子
育

て
支
援
の
目
的
は
達
成
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

町
長
は
学
校
給
食
無
料

化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

小
野
Ｉ
Ｃ
は
、町

の
入
り
口
、い
わ
ば
玄
関

と
も
い
え
る
場
所
で
す
。

施
設
の
複
合
化
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
べ

き
か
、必
要
な
調
査
等
も

実
施
し
、速
や
か
に
構
想

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

町
長

小
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
は

産
業
の
振
興
や
災
害
時
の

対
応
、観
光
交
流
の
拠
点

施
設
を
整
備
す
る
に
は
最

適
な
場
所
で
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

小
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
整
備

は
、施
設
の
複
合
化
も
含

町
長

小
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、特
徴

を
最
大
限
活
用
し
必
要
な

施
設
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、ご
提
案
の
２
つ
の
海
を

前
面
に
押
し
出
し
た
海
産

物
や
小
野
町
の
農
産
物
の

展
示
販
売
な
ど
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

具
体
的
な
時
期
等

は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、順
序
を
踏
ん
で
検
討
を

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

町
長

担
保
に
つ
い
て
は
、

㈱
ウ
ィ
ズ
ウ
エ
イ
ス
ト
ジ
ャ
パ

ン
が
小
野
町
に
寄
附
し
た
３

億
8
，0
0
0
万
円
は
公
害

町
長

各
種
基
金
積
み
立

て
の
増
額
を
事
業
者
に
求
め

て
い
き
た
い
と
考
ま
す
。

町
長

遠藤 英信 議員

問問問問

答答答答

小野ＩＣ周辺に複合施設の建設について

どのように整備するか調査等を実施する

問問問問答答答答
学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て

給
食
費
の
負
担
軽
減
を
図
る

平
成
８
年
６
月
２０
日
に

小
野
ウ
エ
イ
ス
ト
パ
ー
ク
搬

入
開
始
に
伴
い
、小
野
町
が

い
わ
き
市
に
対
し
て
提
出

し
た
確
約
書
を
見
ま
す
と
、

㈱
ウ
ィ
ズ
ウ
エ
イ
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
と
小
野
町
の
責
任
の

所
在
が
触
れ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、確
約
の
期
限
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

期
限
が
な
い
と
い
う
こ
と

は
、町
は
い
わ
き
市
に
対
し
て

際
限
な
く
責
任
が
続
く
と
い

う
こ
と
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
、町
は
こ
れ
ま
で

㈱
ウ
ィ
ズ
ウ
エ
イ
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

担
保
を
取
っ
て
き
た
の
か
、ま

た
仮
に
契
約
更
新
と
な
る
場

合
に
は
、担
保
の
上
乗
せ
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問 問問問問答答答答
平
成
８
年
６
月
に
小
野
町
が
い
わ
き
市
に

　
　
　
　
　

提
出
し
た
確
約
書
に
つ
い
て

　

  　
　
（
小
野
ウ
エ
イ
ス
ト
パ
ー
ク
搬
入
関
係
）

様
々
な
状
況
を
勘
案
し
て
、

　
　

担
保
の
上
乗
せ
も
検
討

子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
の
給
食
費
の
無
料

化
は
意
識
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。近
隣
市
町
村
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、ま
た
、関

係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、地
産
地
消
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、安
全
・
安
心
な

地
元
食
材
等
の
利
用
を
拡

町
長

充
し
て
、給
食
費
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

め
て
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な

機
能
を
有
す
る
施
設
を
整

備
す
る
か
な
ど
は
、周
辺

状
況
の
調
査
や
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、速
や

か
に
構
想
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

防
止
基
金
と
し
て
積
み
立

て
、ま
た
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
、同
社
が
最
終
処

分
場
の
維
持
管
理
を
適
切
に

行
う
た
め
の
維
持
管
理
積
立

金
と
し
て
８
億
1
，2
2
9

万
1
，0
0
0
円
を
積
み
立

て
し
て
い
ま
す
。

　

万
が一の
場
合
に
対
応
す
る

方
策
と
し
て
は
、ま
ず
は
事

業
所
が
対
応
す
べ
き
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、様
々

な
状
況
を
勘
案
し
て
、再
搬

入
計
画
を
受
け
入
れ
る
場
合

に
は
、各
種
基
金
積
み
立
て

の
増
額
を
事
業
者
に
求
め
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
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７
月
10
日
投
開
票
の
参

議
院
選
挙
か
ら
選
挙
権
年

齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
が
、こ
れ
ま
で

若
者
の
投
票
率
は
低
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
世
代
の
若
い

人
の
投
票
率
を
上
げ
る
た

め
に
も
啓
発
活
動
が
必
要

で
あ
り
ま
す
が
、町
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

問

問問問問

答答答答

７月の参議院選挙啓発等の取り組みについて

効果的な啓発に努める

道路沿いに立ち並ぶ街路灯や標識等

街頭で投票の呼びかけ（街頭啓発）

こ
れ
ま
で「
近

隣
市
町
村
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
」と
い
っ
た
言
葉
を

再
質
問

昨
年
、小
学
生
に

よ
る
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、今
後
も
小
学

生
に
よ
る
子
ど
も
議
会
、ま

た
は
中
学
生
、高
校
生
に
よ

る
議
会
な
ど
を
検
討
さ
れ
る

の
も
良
い
と
思
い
ま
す
が
、町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

再
質
問

地
域
の
再
生
や

活
性
化
に
向
け
た
実
情
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。ま
た
、廃
校

の
有
効
活
用
で
新
し
い
産

業
や
人
の
交
流
も
出
て
く

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

廃
校
を
企
業
や
個
人
が

事
業
と
し
て
活
用
す
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。町
で
は
合
意
形
成
や
支

援
体
制
の
確
立
と
し
て
計

画
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

再
質
問

地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
活
動
拠
点
と
し

て
有
効
活
用
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。町
に
は
ス

ポ
ー
ツ
施
設
は
あ
り
ま
す

が
、合
宿
で
き
る
よ
う
な
宿

泊
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

廃
校
を
宿
泊
施
設
と
し

て
有
効
活
用
し
て
は
ど
う

か
と
思
い
ま
す
が
、町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問

学
校
を
宿
泊
所

と
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
手
続
が
必
要
な
の
か
、今

後
可
能
か
ど
う
か
を
検
討

し
、有
効
活
用
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

小
野
町
か
ら
事

業
な
り
施
策
を
作
り
発
信

し
、他
の
自
治
体
か
ら
先
進

事
例
と
し
て
視
察
に
来
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
初
、あ
る
い
は
福
島

県
初
の
事
例
に
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
は
ど

再
々
質
問

道
路
標
識
、照
明
灯
、

信
号
、
観
光
案
内
看
板
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
施
設
が

倒
れ
、通
行
人
が
負
傷
す
る

事
故
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

小
野
町
で
も
、道
路
に
限

ら
ず
公
共
施
設
の
敷
地
内

問

小
野
町
に
住
ん
で
い
る

人
が
将
来
も
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
町
に
す
る
に

は
、町
民
の
方
々
が
何
を
求

め
て
い
る
の
か
、真
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
な
ど
、

行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
掘

り
起
こ
し
、町
独
自
の
事
業

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、町
長
と
し

て
は
町
独
自
事
業
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、伺
い
ま
す
。

問

危
険
箇
所
の
早
期

発
見
、注
意
喚
起
を
図
る

う
え
で
、照
明
灯
や
案
内

標
識
等
の
設
置
管
理
及
び

点
検
状
況
の
情
報
等
に
つ

い
て
、部
局
横

断
的
な
連
携

は
も
ち
ろ
ん
、

県
、公
安
委
員

会
な
ど
の
関

係
機
関
等
と

連
携
を
図
る

こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
り
、

今
後
も
事
故

の
未
然
防
止

と
道
路
等
に

お
け
る
安
全

確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

町
長

新
た
な
有
権

者
に
な
る
人
た
ち
を

含
め
た
若
者
有
権
者

の
政
治
、選
挙
へ
の
参

加
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
、選
挙
管
理
委

員
会
と
連
携
し
、町
独

自
の
選
挙
啓
発
用
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
小

野
高
校
等
へ
の
掲
示

を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、街
頭
啓
発
、高
校

町
長

ご
要
望
が
あ
れ
ば

関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら

開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

町
長

現
在
ま
で
に
廃
校

と
な
っ
た
施
設
は
、旧
浮
金

小
学
校
、旧
小
戸
神
小
学

校
、旧
小
野
新
町
小
学
校

雁
股
田
分
校
、旧
夏
井
第
二

小
学
校
、旧
羽
出
庭
つ
く
し

児
童
園
の
５
施
設
で
す
。５

施
設
の
う
ち
、旧
浮
金
小
学

校
は
、教
育
財
産
と
し
て
、

旧
雁
股
田
分
校
は
公
民
館

分
館
と
し
て
管
理
し
て
い

ま
す
。ま
た
旧
羽
出
庭
つ
く

し
児
童
園
は
、昨
年
４
月
か

ら
家
具
工
房
と
し
て
貸
与

し
て
い
ま
す
。な
お
、残
り

の
２
施
設
の
体
育
館
や
校

庭
は
地
元
行
政
区
や
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、太
鼓
の

練
習
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

町
長

事
業
計
画
の
整
合

性
、地
域
に
与
え
る
影
響
な

ど
、様
々
な
観
点
か
ら
事

業
を
精
査
し
た
上
で
可
否

を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り

町
長

問問問問

答答答答

道路等の安全確保について

関係機関と連携し安全確保に努める

問問問問答答答答
町
独
自
事
業
に
つ
い
て

引
き
続
き
意
見
を
集
約
し
、

　
　
独
自
施
策
に
反
映
さ
せ
る

廃
校
の
有
効
活
用
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、小

野
町
に
お
け
る
廃
校
の
数

と
そ
れ
ぞ
れ
の
利
活
用
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問 問問問問答答答答
廃
校
の
利
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る

町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、ま
た
、小
野
町
が
よ
り

魅
力
の
あ
る
町
と
な
る
よ

う
、引
き
続
き
多
様
な
方

法
で
意
見
を
集
約
し
、必
要

な
独
自
施
策
に
反
映
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

町
長

こ
れ
か
ら
も
町
独

自
の
事
業
を
展
開
し
、多
く

の
人
が
小
野
町
に
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

町
長

同
じ
考
え
で
あ
り

ま
す
。小
野
町
か
ら
そ
う
い

う
こ
と
を
発
信
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長

生
向
け
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
、効
果
的
な
啓
発
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、将
来
を
担
う
若
者

が
選
挙
で
投
票
し
、政
治
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
上
で
大
変
重
要

と
考
え
ま
す
の
で
、様
々
な

方
法
で
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

現
在
も
譲
渡
や
貸
し
付

け
を
希
望
す
る
企
業
等
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、迅
速
か
つ

適
切
な
対
応
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会田 明生 議員

の
照
明
施
設
等
に
よ
っ
て
事

故
が
発
生
す
る
こ
と
も
想

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
は
、役

場
組
織
内
で
の
横
断
的
な

取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、関
係
す
る
公
共
機
関

等
と
の
連
携
に
よ
る
管
理

体
制
の
構
築
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
、町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

う
か
と
思
い
ま
す
が
、町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

竹川 里志 議員

用
い
た
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
が
、近
隣
の
町
村
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
る
と
い
う

状
況
で
は
、町
独
自
の
歩
み

が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
町
独
自
の
判
断
で

事
業
化
し
て
い
く
と
い
う

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。判
断
ま
で
に
は
審

査
や
調
査
な
ど
に
時
間
を

要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、懇
切
丁
寧
な
対
応
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。
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今年度から測量等が実施される農業農村整備事業地区（浮金地区）

築55年以上経過した役場庁舎

他
の
施
設
と
の

複
合
化
で
１
カ
所
に
効
率
的

に
建
設
す
る
の
か
、ど
の
よ

う
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

持
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

農
業
後
継
者
不
足
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
な
ど
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
激
変
す
る

問

役
場
庁
舎
は
、築
５５
年

以
上
経
過
し
老
朽
化
が
著

し
く
、ま
た
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

災
害
発
生
時
に
対
策
本

部
を
設
置
し
防
災
司
令
塔

と
な
る
べ
き
庁
舎
が
被
災

に
よ
り
使
用
不
能
と
な
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。町
民
の
安
全
・

安
心
を
図
り
、行
政
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
、新
庁
舎
建
設
は
急
務
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

昨
年
11
月
に
県
よ

り
平
成
28
年
度
農
業
農
村

整
備
事
業
調
査
地
区
と
し

て
決
定
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、今
年
度
か
ら

来
年
度
に
か
け
て
、測
量
や

概
算
設
計
、経
済
効
果
の
算

定
等
を
行
い
、平
成
30
年
度

に
国
・
県
の
審
査
を
受
け
、

平
成
31
年
度
に
は
実
施
設

計
、平
成
32
年
度
か
ら
工
事

に
着
手
す
る
見
込
み
で
す
。

　

工
事
は
、で
き
る

だ
け
短
期
間
に
完
了

で
き
る
よ
う
、予
算

の
確
保
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
く
考
え
で

す
。ま
た
、地
権
者
の

皆
様
の
事
業
費
負
担

額
は
、担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
率
を
上

げ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
軽
減
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、担
い
手
の
育
成

や
農
地
の
集
積
率
の

向
上
等
を
推
進
し
、

地
権
者
皆
様
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

町
長

問問問問

答答答答

農業振興対策としての生産基盤の
　　　　　　　　　　　　整備について

平成３２年度着工に向けて、
　　今年度から調査設計を実施

問問問問答答答答
役
場
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

各
方
面
か
ら
の
情
報
収
集
に

努
め
適
切
な
時
期
に
整
備
す
る

私
も
、可
能
な
限

り
早
期
の
建
設
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、役
場
庁
舎
の
建

設
に
当
た
っ
て
は
、建
設
場

所
の
問
題
や
多
額
の
経
費

が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、他
の
施
設
と
の
複
合

化
、利
便
性
、財
源
の
確
保

も
含
め
て
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、今

町
長

大
き
な
指
針
の
も

と
に
、検
討
を
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。

町
長

後
各
方
面
か
ら
の
情
報
収

集
に
努
め
、適
切
な
時
期
に

整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

宗像 芳男 議員

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑

み
て
、農
業
の
生
き
残
り

を
か
け
て
水
田
、畑
等
の

生
産
基
盤
の
大
区
画
化
に

整
備
す
る
た
め
、浮
金
第

二
地
区
ほ
場
整
備
事
業
推

進
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。今
後
早
期
着
工
、完
成

が
望
ま
れ
ま
す
が
、町
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

小野町議会全体研修レポート小野町議会全体研修レポート小野町議会全体研修レポート

視察調査の様子

先
進
的
な
議
会
改
革
を
視
察
調
査   

【
視
察
先
：
茨
城
県
大
洗
町
議
会
】  

実
施
日
：
6
月
17
日

　

小
野
町
議
会
議
員
１２
名
は
、先
進
的

な
議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
視
察
調

査
す
る
た
め
、茨
城
県
大
洗
町
議
会
を

訪
問
し
ま
し
た
。大
洗
町
議
会
は
、平

成
１９
年
の
議
員
改
選
を
契
機
に「
開
か

れ
た
議
会
、信
頼
さ
れ
る
議
会
」を
目

指
し
、様
々
な
議
会
改
革
を
進
め
て
き

ま
し
た
。平
成
２４
年
度
に
は
、そ
の
成

①
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

②
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

③
日
曜
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

④
傍
聴
者
増
加
の
た
め
の
方
策
及
び

　
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

果
が
認
め
ら
れ
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
優
良
町
村
議
会
特
別
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
視
察
調
査
は
、次
の
事
項

を
主
に
調
査
し
ま
し
た
。

　

政
治
倫
理
条
例
は
、町
民
全
体
の

代
表
者
と
し
て
人
格
及
び
倫
理
の
向

上
に
努
め
る
た
め
、平
成
２３
年
６
月
に

制
定
し
様
々
な
倫
理
基
準
を
設
け
ま

し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、毎
年
３
月
と
９

月
の
定
例
会
終
了
後
に
、１３
名
の
議
員

が
２
班
に
分
か
れ（
議
長
は
フ
リ
ー
）

１
班
が
２
ヶ
所
ず
つ
を
年
２
回
開
催

し
、予
算
審
査
の
内
容
等
の
報
告
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
】

【
議
会
報
告
会
】

【
日
曜
議
会
の
開
催
】

【
傍
聴
者
増
加
の
た
め
の
方
策

      

及
び
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
】

小
野
町
議
会
議
長
　
村
上 

昭
正

　

仕
事
の
関
係
上
、日
曜
日
に
議
会

を
開
催
し
て
欲
し
い
と
い
う
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、平
成
２１
年

か
ら
毎
年
３
月
定
例
会
に
日
曜
議
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。な
お
、平
成
２８

年
は
「
土
曜
議
会
」
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

傍
聴
さ
れ
た
方
々
に
議
会
案
内
の

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
発
送
す
る
ほ

か
、町
内
の
事
業
所
に
議
会
開
催（
一

般
質
問
）の
案
内
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

を
依
頼
す
る
な
ど
、傍
聴
者
増
加
の

た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、最
高
で
年
間

約
４
０
０
人
の
方
が
議
会
傍
聴
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、傍
聴
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
、今
後
の
議
会
運
営
の
参

考
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、傍
聴
者
に
一
般
質
問
の

内
容
を
分
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
や

町
民
参
加
型
の
議
会
研
修
会
を
企
画

す
る
な
ど
、様
々
な
議
会
改
革
を
進

め
て
い
ま
し
た
。

　

大
洗
町
議
会
へ
の
視
察
調
査
を
終

え
て
、
議
会
改
革
の
基
本
は
議
員

個
々
の
意
識
改
革
と
資
質
向
上
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
調
査
の
成
果
は
、今

後
の
議
会
改
革
に
反
映
さ
せ
、「
開
か

れ
た
議
会
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。



企業対策特別委員会行政調査レポート企業対策特別委員会行政調査レポート企業対策特別委員会行政調査レポート

福島県への企業立地の動向等について説明を受ける（福島県東京事務所）

企
業
立
地
の
動
向
等
に
つ
い
て
調
査 

【
視
察
先
：
福
島
県
東
京
事
務
所・一
般
財
団
法
人
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
】  

実
施
日
：
７
月
１４
日
〜
１５
日

企
業
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

会
田 

明
生

【
企
業
立
地
動
向
】

【
成
長
が
期
待
さ
れ
る
業
種
】

【
企
業
立
地
に
向
け
て
】

　

企
業
対
策
特
別
委
員
会
は
、首
都

圏
に
お
け
る
企
業
立
地
の
動
向
等
の

調
査
並
び
に
、小
野
町
へ
の
企
業
誘
致

の
要
請
の
た
め
、福
島
県
東
京
事
務

所
、日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
国
の
施
策
等
の
調
査
を
合
せ
て

行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
県
へ
の
企
業
立
地
は
、補
助
金

を
は
じ
め
様
々
な
支
援
施
策
が
あ
る

も
の
の
、な
か
な
か
進
ま
ず
、平
成
２７

年
度
の
新
規
立
地
は
４
件
と
厳
し
い

状
況
で
す
。企
業
誘
致
と
と
も
に
、既

存
企
業
に
対
す
る
支
援
の
充
実
が
必

要
で
す
。

　
一
方
、首
都
圏
に
お
い
て
は
、圏
央

道（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）

の
開
通
に
よ
り
、茨
城
県・群
馬
県
へ

の
立
地
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。特
に

茨
城
県
へ
の
平
成
２７
年
度
の
立
地
件

数
は
７８
件
と
、全
国
一の
件
数
で
す
。

圏
央
道
沿
線
で
は
、工
業
団
地
を
新

た
に
造
成
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

用
地
取
得
か
ら
短
期
間
で
の
操
業
を

希
望
す
る
企
業
も
多
く
、許
認
可
手
続

き
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
体
制
の
構
築

と
、即
対
応
で
き
る
用
地
の
確
保
が
必

要
で
す
。

　

企
業
が
求
め
る
立
地
条
件
の
一つ
に

は
、「
人
材
確
保
・
育
成
の
支
援
」が
あ

り
ま
す
。

　

立
地
し
た
も
の
の
地
元
か
ら
の
応

募
が
な
く
、雇
用
確
保
に
苦
労
し
た
事

例
も
あ
り
、中
に
は
、「
福
島
は
人
が
集

ま
ら
な
い
。」と
の
厳
し
い
声
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、企
業
と
行

政
が
一体
と
な
っ
て
、必
要
な
人
材
を
確

保
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

一例
と
し
て
は
、地
元
の
高
校
へ
の
訪
問

活
動
や
、進
路
指
導
の
先
生
へ
の
情
報

提
供
等
へ
の
支
援
、広
報
紙
等
で
の
地

域
内
へ
の
周
知
等
で
す
。

　

ま
た
、企
業
に
と
っ
て
の
人
材
確
保・

育
成
と
同
様
に
、企
業
誘
致
担
当
職
員

の
育
成
も
課
題
で
す
。成
果
を
出
し
て

い
る
自
治
体
は
、企
業
誘
致
に
対
し
人

も
予
算
も
付
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
業
種

と
し
て
は
、物
流
施
設
関
連
や
食
品
関

連
で
す
。

　

特
に
物
流
業
界
に
お
い
て
は
、人
口

が
減
少
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
利
用
の
増

加
に
よ
り
、運
ぶ
荷
物
が
増
え
て
お
り

物
流
施
設
で
の
荷
物
の
仕
分
け
に
人

が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

地
域
に
と
っ
て
、企
業
誘
致・既
存
企

業
の
成
長
は
、大
変
重
要
な
こ
と
で

す
。

　

企
業
誘
致
・
立
地
企
業
の
成
長
に
向

け
て
、企
業・町・県・関
係
機
関
が
連
携

し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
構
築
さ
れ
る

よ
う
、当
委
員
会
と
し
て
も
活
動
を
展

開
し
て
行
き
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
国

の
施
策
等
の
調
査
は
、民
間
事
業
者
向

け
、地
方
公
共
団
体
向
け
の
補
助
事
業

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
担
当
省
庁
と
な

る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、環
境
省
の
担

当
の
方
よ
り
、制
度
の
概
要
等
の
説
明

を
受
け
た
も
の
で
す
。
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追跡追跡 どうなった？
あの一般質問を検証！

過去の一般質問から「検討したい」という答弁だったものを取り上げ、その後の町の対応を検証します。

ふるさと応援寄附金の使途の公表について

質 問

答 弁

商圏拡大について

質 問

その後

答 弁

その後

　寄付された方々の思いに応えるためにも「小野小町ふるさと応援寄附金」を、どのよ
うな事業に活用されたのか、わかりやすく公表する必要があると思いますが町長の考
えを伺いたい。
　寄付された方々の思いを十分尊重し、充当する事業やその公表方法等について、改
めて検討したい。

　商圏拡大を図るため、プレミアム商品券を継続して販売し、販売量の増加や地元商店
利用割合の増、さらには近隣町村からの消費者を増やす必要があると考えますが、町長
の考えを伺います。

　昨年販売したプレミアム付商品券は、国が創設した地域住民生活等緊急支援のため
の交付金「地域消費喚起・生活支援型」を活用し、今までにない規模の商品券発行額と
なりました。
　検証の結果、地域における個人消費の喚起と町内事業所の売上向上に繋がり、消費
者及び事業者にとって魅力的なものとなりました。
　検証結果を踏まえ、本年度も消費者の生活支援と消費購買力の高揚を図るととも
に、町内事業所の売上向上による地域経済の活性化に資することを目的にプレミアム
付商品券発行事業を継続して実施いたします。

　プレミアム商品券の継続販売は、昨年（平成２７年）販売したプレミアム商品券の検証
結果を踏まえ検討していきたい。

　ふるさと応援寄附金制度は、これまで小野町を応援したいとする多くの方々から
寄附をいただいてまいりました。平成27年度からは、町の特産品の紹介や産業振興
のため、返礼品をお贈りしているところです。
　寄附状況の公表については、寄附の申し込みの際に同意いただいた方のみ、氏名
と活用希望を町のウェブサイトで公表していますが、現在そのほかに寄附金の総額
やどのような使途で活用したかを平成27年度分より町のウェブサイトで公表を始
めています。
　今後も寄附された方々の意思を尊重しながら、制度の適正運用に努めていきます。

【
人
材
確
保
】
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議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌
９日
１０日

１４日

１５日
１６日
１８日
２０日
２１日

２２日
２５日
２６日
２８日
２９日

　３０日～３１日

３１日

小野町老人クラブ連合会通常総会
月例全員協議会
議会改革特別委員会
公共施設検討特別委員会
議会広報編集委員会
飯豊小学校運動会
夏井第一小学校運動会
ふるさと小野町会総会（埼玉県）
田村広域行政組合議会
第５７回小野町商工会通常総代会
町村議会広報研修会（郡山市）
田村医師会総会祝賀会（田村市）
浮金小学校運動会
小野新町小学校運動会
高柴山山開き
例月出納検査
第４３回小野町更正保護女性会定期総会
おのまち元気発信パレード
矢大臣山山開き
航空自衛隊大滝根山分屯基地創設60周年記念行事（川内村）

全国町村議会議長・副議長研修（東京都）
田村地方植樹祭（田村市）

5月5月

１日
３日

４日
６日

　 ８日～１３日

　１６日～１７日

１９日
２１日
２４日

田村地方市町議会議長会会議（三春町）
議会運営委員会
全員協議会
企業対策特別委員会
田村地区交通安全協会小野支部定期総会
福島県町村議会議長会定期総会（福島市）
都市計画審議会

小野町議会定例会６月会議

国会議員等への要望活動・議会全体研修（東京都･茨城県）
福島県消防協会第１２回田村支部幹部大会
小野町水防協議会
例月出納検査

6月6月

７日

８日

１２日
１３日

　１４日～１５日

２０日
２２日
２４日
２５日
　２５日～２６日

２７日

２８日

公共施設検討特別委員会
総務文教常任委員会
厚生産業常任委員会
議会広報編集委員会
月例全員協議会
小野町行政区長会との意見交換会
公立小野町地方綜合病院企業団議会
小野町交通対策協議会

企業対策特別委員会行政調査（東京都）
郡山地方広域消防組合議会臨時会
田村地方市町議会議員研修会（三春町）
第６回福島県消防協会田村支部消防操法大会（田村市）
秋田県にかほ市議会 議会運営委員会視察研修受け入れ

決算審査（現地調査）
小野町議会7月第1回会議
小野町戦没者追悼式
例月出納検査
川内村議会との交流会（川内村）

7月7月

▲5月28日 おのまち元気発信パレードに参加

▲7月22日 田村地方市町議会議員研修会

議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス

町村議会広報研修会に参加（５月２０日）町村議会広報研修会に参加（５月２０日）

　議会広報編集委員会は、郡山市で開催された
福島県町村議会議長会主催の町村議会広報研
修会に参加し、「住民に読まれる　議会活動が伝
わる　議会報の基本と編集技術」について講義
を受けました。
　この研修の成果を生かし、読みやすい、親しま
れる議会だよりの編集に取り組んでいきます。

小野町行政区長会との意見交換会を開催（７月１２日）小野町行政区長会との意見交換会を開催（７月１２日）

　小野町議会では各種団体の皆さんから様々な意
見をお聞きし、意見交換を行い、より地域課題などに
即した議会活動とするため、意見交換会を計画的に
開催しています。
　このたびは、小野町行政区長会と「子育て・教育」を
テーマに意見交換を行いました。
　各行政区長からは様々な視点からのご意見等を
お伺いすることができました。皆さんからいただいた
ご意見等は、今後の議会活動や町政への提言などに
活かしていきます。 グループに分かれて活発な意見を交わす

秋田県にかほ市議会の視察を受け入れ（７月２５日）秋田県にかほ市議会の視察を受け入れ（７月２５日）

　秋田県にかほ市議会の菊地議長をはじめ議会運営
委員会委員などの皆様が視察のため訪れました。視察
の目的は、当議会が平成２６年１月に導入した「通年議
会」の運営状況等を調査するためでした。
　当議会では、村上議長のほか吉田副議長、議会運営
委員会委員（６名）の８名で対応させていただきました。

講義を受ける議会広報編集委員会委員

【秋田県にかほ市】
　「にかほ市」は平成１７年１０月１日に「仁賀保町」、「金浦町」、「象潟町」の三町が合併し誕生しました。
　秋田県南西部に位置し、南に鳥海山、西に日本海を臨む、山と海に抱かれた風光明媚なまちです。
　「人口25,690人（平成28年7月31日現在）」

にかほ市議会議員のみなさん
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